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【企画趣旨】 

知的障害特別支援学校の教育の改善・充実に当たっては、

自立活動の指導の充実が必要である。自立活動は教育課程の

基準上必須の指導領域であるものの、各教科等を合わせた指

導中心の知的障害特別支援学校の教育課程において、十分な

位置付けや時間の確保がなされていない現状にある。必要な

時間を確保し、各教科等を合わせた指導においても自立活動

の指導を適切に行うためには、個別の指導計画の作成と活用

がとりわけ重要なポイントになる。 

本シンポジウムでは、知的障害特別支援学校において自立

活動の指導に工夫して取り組んだ個別の事例、学校の実践、

自治体の取組を話題提供する。指定討論者からは、知的障害

特別支援学校に自閉症の児童生徒が多数在籍している現状を

踏まえ、自立活動の指導の現状や課題等を御紹介いただくと

ともに、話題提供した実践の意義や課題等について御指摘い

ただく。以上を踏まえ、知的障害特別支援学校において自立

活動の指導に取り組む意義とその在り方を検討する。 

 

【話題提供者の要旨】 

１ 相手を意識して思いを伝えることを目指した自立活動

の指導事例（岡田拓也 ） 

 対象児は、日常的に使われる言葉をほぼ理解し、単語で要

求をする一方、自発的な関わり、やり取りの持続性が乏しか

った。そこで、教師と一緒に行った体験の中で印象的なもの

を取り上げ、自立活動の時間の指導でその振り返りを繰り返

したところ、感情表現が増え、教師を意識したやり取りが続

くようになった。これには、情動を伴う体験の共有、絵を活

用した体験の振り返り等が効果的であったと考える。この事

例を通して、各教科等と自立活動をつなげ、個別的、継続的

に行う指導の意義について報告する。 

２  個別の指導計画の機能的活用を通して、指導と評価の一

体化を図り、質の高い授業作りにつなげる実践（辰巳武志） 

 知的障害特別支援学校の場合、自立活動を「時間の指導」

として教育課程上に位置付けている学校は少なく、実際の指

導に当たっては、学級や担当者任せになっている現状がある

と思われる。中でも自閉症の児童生徒の指導に当たっては、

正しい理解と具体的な指導・支援が欠かせないにもかかわら

ず、適切な指導・支援が行われていないことも少なくない。

この問題を解消するためには、「個別の指導計画」を各学校

で有効に機能するように再構築する必要がある。「作成しな

ければならない」のではなく、「作成することで質の高い教

育が提供できる」という発想から、現場で取り組んでいる実

践を報告する。 

３ 知的障がい特別支援学校における認知発達の実態把握

に基づく自立活動の指導 （野口明紀） 

 鳥取県では幼児児童生徒一人一人の実態に応じた自立活動

の指導について教職員の専門性向上を進め、将来の鳥取県特

別支援教育の推進役となる人材を育成すること目的に、「授

業力向上事業」を実施している。本事業の対象となった教員

は「認知発達の実態把握に基づく自立活動の指導」をテーマ

に、障がいによって生じるつまずきや困難の背景、発達上の

課題を実態把握し、調和的発達の基盤づくりとなる自立活動

の指導を行っている。全障がい種の中から、主に知的障がい

特別支援学校の実践を中心に、感覚や認知の特性が改善され

て生活全般で成果が見られた事例と、実践に取り組んだ教員

の気づきと変容を話題提供する。 

【指定討論者の要旨】 

 自閉症教育では、知的障害と自閉症の違いを考慮し、自閉

症の特性に応じた指導の必要性が示されて以降、文部科学省

の指定校等の特別支援学校（知的障害）での研究や実践か

ら、自立活動の指導の必要性や重要性が明らかにされてき

た。指定討論では、主に自閉症のある子供の自立活動の指導

で重視すべきことは何か、話題提供者の実践の成果を踏まえ

て議論したい。また、自立活動の指導では、個々の実態を的

確に把握し、明確な指導目標に基づいて指導を積み上げるこ

とが重要であり、これには個別の指導計画の活用が欠かせな

い。特別支援学校（知的障害）に在籍する子供達にとって効

果的な指導を行うために、話題提供者が、実態把握に基づい

た指導目標の設定や評価をどのように行っているのかについ

ても議論したい。  
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